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田川税務署長
上田　幸生

公益社団法人
　田川法人会
　会　長
　柏木　正國

青
年
部
会 

部
会
長
　
永
　
原
　
譲
太
郎

女
性
部
会 

部
会
長
　
真
　
鍋
　
　
　
糸

女
性
部
会
で
は
租
税
教
育
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
置
き
傘
の

設
置
、
キ
ャ
ッ
プ
等
の
収
集
な
ど

社
会
貢
献
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す

ご
指
導
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
女
性
部
会
員
一
同

会
員
皆
様
の

ご
多
幸
と
企
業
の
ご
発
展
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す

　
令
和
五
年

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

日
頃
よ
り
田
川
市
郡
内
の
皆
様
に
は

多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す

田
川
法
人
会
の
更
な
る
発
展
の
た
め

邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で

今
年
も
何
卒
皆
様
方
の
お
力
添
え
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
役
員
一
同

青
年
部
会
で
は
社
会
貢
献
事
業
を

は
じ
め
租
税
教
育
に
今
年
も
会
員

一
同
親
会
と
共
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

   

　
　
　
青
年
部
会
員
一
同
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税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
入
賞
者

●
田
川
税
務
署
長
賞

　

「
少
子
高
齢
化
と
年
金
に
つ
い
て
」

　
　
　

今
吉　

珠
愛
（
東
鷹
高
等
学
校　

１
年
）　

　

「
納
税
者
と
し
て
税
に
向
き
合
う
こ
と
の
大
切
さ
」　

　
　
　

梅
田　

永
愛
（
学
校
法
人
福
智
学
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
智
高
等
学
校　

1
年
）

●
田
川
県
税
事
務
所
長
賞

　

「
コ
ロ
ナ
と
税
」

　
　
　

西　
　

真
幸
（
田
川
高
等
学
校　

１
年
）

　

「
税
の
役
割
と
私
た
ち
の
生
活
へ
の
関
わ
り
」

　
　
　

城
戸　

大
貴
（
田
川
科
学
技
術
高
等
学
校　

1
年
）

●
田
川
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

　

「
消
費
税
に
つ
い
て
」

　
　
　

藤
本　

心
晴
（
田
川
高
等
学
校　

1
年
）

　

「
消
費
税
と
は
何
の
た
め
に
」

　
　
　

浦
田
小
優
紀
（
東
鷹
高
等
学
校　

1
年
）

　

「
無
題
（
タ
イ
ト
ル
な
し
）
」

　
　
　

浦
田　

未
来
（
田
川
科
学
技
術
高
等
学
校　

１
年
）

　

「
も
し
税
が
な
く
な
っ
た
ら
」

　
　
　

戸
崎　

ま
ゆ
（
西
田
川
高
等
学
校　

1
年
）

　

「
税
に
つ
い
て
」

　
　
　

兵
藤　

明
美
（
学
校
法
人
福
智
学
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
智
高
等
学
校　

2
年
）

　
中
学
生
の
税
に
関
す
る
作
文
入
賞
者

●
福
岡
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　

「
給
食
か
ら
考
え
る
税
金
」

　
　
　

高
山　

心
練
（
猪
位
金
学
園　

9
年
）

●
田
川
税
務
署
長
賞

　

「
税
に
つ
い
て
」

　
　
　

永
原　

愛
望
（
大
任
中
学
校　

3
年
）

　

「
明
る
い
未
来
へ
の
第
一
歩
」

　
　
　

阿
志
賀
ひ
な
よ
（
川
崎
中
学
校　

3
年
）

●
田
川
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

　

「
税
金
に
つ
い
て
」

　
　
　

伊
藤
り
の
あ
（
大
任
中
学
校　

3
年
）

　

「
中
学
生
が
思
う 

「
税
」 

」

　
　
　

前
田　

美
結
（
糸
田
中
学
校　

3
年
）

　

「
無
題
（
タ
イ
ト
ル
な
し
）
」

　
　
　

小
嶋　

桃
華
（
赤
中
学
校　

3
年
）

　

「
税
金
が
し
て
く
れ
る
こ
と
」

　
　
　

岡
部　

紗
樹
（
後
藤
寺
中
学
校　

3
年
）

　

「
消
費
税
に
つ
い
て
」

　
　
　

永
田　

心
咲
（
添
田
中
学
校　

3
年
）

　

「
税
に
つ
い
て
」

　
　
　

小
椋　

菜
和
（
赤
池
中
学
校　

3
年
）

　

 

「
私
た
ち
を
支
え
る
税
金
」

　
　
　

笹
原　
　

空
（
香
春
思
永
館　

9
年
）

●
田
川
県
税
事
務
所
長
賞

　

「
消
費
税
の
ゆ
く
え
」

　
　
　

浦
野　
　

雫
（
大
任
中
学
校　

3
年
）

【
学
校
賞
】

●
鷹
優
会
最
優
秀
賞　
　

大
任
中
学
校

●
鷹
優
会
優
秀
賞　
　
　

川
崎
中
学
校

　11月11日～17日までの１週間にわたり、「税を考える週間」が行われました。
　多くの人に税の仕組みや目的を考えてもらい、税に対して理解を深めてもらうことを目的に
全国で行われているもので、田川税務署管内でも、税に関する作文の募集・表彰、納税表彰等
の行事が実施されました。
　当法人会もこの行事に協賛し、正しい税知識の普及に努めてまいりました。

令和４年度　税を考える週間

▲田川高校にて

▲西田川高校にて

▲田川科学技術高校にて ▲福智高校にて ▲東鷹高校にて
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●
田
川
税
務
署
長
納
税
表
彰

　

竹
下
由
美
子
　
殿

　
〔
職
業
〕

　
　

㈲
竹
下
衛
生
舎　

取
締
役
会
長

　
〔
税
務
関
係
の
主
な
役
職
等
〕

　

（
公
社
）
田
川
法
人
会

　
　

女
性
部
会 

副
部
会
長

　

梶
原
　
義
勝
　
殿

　
〔
職
業
〕

　
　

梶
原
産
業
㈱　

代
表
取
締
役

　
〔
税
務
関
係
の
主
な
役
職
等
〕

　

（
公
社
）
田
川
法
人
会　

副
会
長

●
田
川
税
務
署
長
感
謝
状

　

山
﨑
　
照
幸
　
殿

　
〔
職
業
〕

　
　

㈲
共
栄
設
備　

代
表
取
締
役

　
〔
税
務
関
係
の
主
な
役
職
等
〕

　

（
公
社
）
田
川
法
人
会　

常
任
理
事

　
香
月
　
正
美
　
殿

　
〔
職
業
〕

　
　

㈲
朝
部
総
建　

代
表
取
締
役

　
〔
税
務
関
係
の
主
な
役
職
等
〕

　

（
公
社
）
田
川
法
人
会　

常
任
理
事

　

永
年
に
わ
た
り
税
務
行
政
の
運
営
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
、
田
川
税
務
署

長
が
表
彰
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
４
年
度 

納 

税 

表 

彰

▲竹下　由美子氏▲梶原　義勝氏

▲山﨑　照幸氏▲香月　正美氏

　

田
川
間
税
会
で
は
、
田
川
市
郡
内
の
中
学
生
を

対
象
に
「
税
の
標
語
」
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
14
校
1
0
8
0
名
の
生
徒
よ
り

1
8
5
2
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

間
税
会
会
長
、
田
川
税
務
署
長
、
法
人
統
括
官
、

会
務
運
営
委
員
に
よ
る
優
秀
作
品
の
選
考
会
を
行

い
、
全
国
間
税
会
総
連
合
会
入
選
作
品
１
点
、
田

川
間
税
会
会
長
賞
２
点
、
田
川
税
務
署
長
賞
２
点

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
14
日
（
月
）
に
川
崎
中
学
校
・
田

川
中
学
校
、
16
日
（
水
）
に
猪
位
金
学
園
、
22
日

（
火
）
に
金
田
義
務
教
育
学
校
を
訪
問
し
、
上
田

署
長
よ
り
田
川
税
務
署
長
賞
の
表
彰
、
梶
原
会
長

よ
り
全
国
間
税
会
総
連
合
会
入
選
と
田
川
間
税
会

会
長
賞
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
と
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
全
国
間
税
会
総
連
合
会
入
選

　

「
あ
な
た
の
未
来　

輝
く
明
日
に

　
　

あ
な
た
の
税
」

　
　
　

金
井　

幸
歌
（
川
崎
中
学
校　

２
年
）

●
田
川
間
税
会
会
長
賞

　

「
税
金
は　

暮
ら
し
や
人
を　

支
え
て
る
」

　
　
　

飯
田　

陽
彩
（
川
崎
中
学
校　

２
年
）

　

「
買
い
物
で　

私
も
立
派
な　

納
税
者
」

　
　
　

吉
田　

汐　

（
田
川
中
学
校　

２
年
）

●
田
川
税
務
署
長
賞

　

「
消
費
税　

明
る
い
社
会　

未
来
の
た
め
に
」

　
　
　

髙
野　

善
朗
（
猪
位
金
学
園　

７
年
）

　

「
税
金
は　

人
と
人
と
の　

助
け
合
い
」

　
　
　

八
木　

紗
愛
（
金
田
義
務
教
育
学
校　
８
年
）

「
税
の
標
語
」
表
彰

▲川崎中学校にて▲田川中学校にて▲猪位金学園にて▲金田義務教育学校にて



令和５年１月１日た　が　わ(５)　  第　138　号

事業報告

第
28
回
　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

　

10
月
６
日
（
木
）
に
第
28
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
を
、
鷹
羽
ロ
イ
ヤ
ル
Ｃ
Ｃ
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
３
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
85
名
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、
無
事
に
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か

ら
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
は
、
川
崎
町
と
大
任
町

の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
法
人
会
の
役
員
の
方
、
受
託
保
険

会
社
様
よ
り
、
豪
華
な
協
賛
品
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
厚
生
委
員
会
と
大
同
生
命
の
推
進
員

の
方
々
に
は
、
当
日
の
準
備
や
受
付
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

来
年
も
会
員
の
親
睦
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献

を
目
的
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
厚
生
委
員
長　

山
﨑　

照
幸
）

▲大任町社会福祉
　協議会へ

▲川崎町社会福祉
　協議会へ

置
き
傘
の
設
置

　

女
性
部
会
で
は
、
管
内
の
小
学
生
の
み

な
さ
ん
の
お
役
に
た
て
て
い
た
だ
き
た
く
、

今
年
も
置
き
傘
の
配
布
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
田
川
市
、
福
智
町
、
糸
田

町
、
赤
村
の
各
小
学
校
へ
合
計
２
０
０
本

を
役
員
で
届
け
ま
し
た
。

　

学
校
か
ら
は
大
変
助
か
り
ま
す
と
の
お

声
を
い
た
だ
き
、
大
変
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
活
動
を
頑
張
っ
て
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

租
税
教
室

　

青
年
部
会
で
は
、
田
川
市
郡
の
小
学
６
年
生
の

児
童
を
対
象
に
租
税
教
室
を
実
施
し
て
お
り
、
今

年
で
12
年
目
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
９
校
を
訪

問
す
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
も
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
を
十
分
に
取
り
な
が
ら
、
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
に
税
に
対
し
て
興
味
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
講
師
が
更
に
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
、
租
税
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
部
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

▲金田義務教育学校へ ▲伊田小学校へ

▲上赤分校へ ▲伊方小学校へ

▲田川小学校へ ▲赤小学校

▲弁城小学校へ ▲鎮西小学校へ

▲鎮西小学校にて ▲弁城小学校にて

▲金田義務教育学校にて ▲池尻小学校にて
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パ
ソ
コ
ン
講
習
会

　

７
月
１
日
か
ら
８

月
２
日
ま
で
、
た
が

わ
情
報
セ
ン
タ
ー
に

て
、
E
x
c
e
l
簡

単
コ
ー
ス
・
応
用
コ

ー
ス
を
実
施
し
、
各

コ
ー
ス
11
〜
15
名
の

方
に
受
講
い
た
だ
き

ま
し
た
。

税
制
改
正
提
言
活
動

　

12
月
５
日
（
月
）
、
梶
原
税

制
担
当
副
会
長
、
中
税
制
委
員

長
、
小
畑
専
務
理
事
で
、
田
川

市
長
と
武
田
良
太
衆
議
院
議
員

事
務
所
及
び
田
川
郡
町
村
会
会

長
会
事
務
所
を
訪
問
し
、
「
令

和
５
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
」
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
提
言
は
、
「
税

・
財
政
改
革
の
あ
り
方
」
「
経

済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策
」

「
地
方
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ

に
各
法
人
会
で
検
討
さ
れ
、
全

法
連
で
取
り
ま
と
め
、
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

青
年
・
女
性
部
会

税
務
研
修
会

　

12
月
14
日
、
田
川
税
務
署
上
田
署

長
を
お
迎
え
し
て
、
青
年
部
会
・
女

性
部
会
合
同
の
第
１
回
研
修
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
７
月
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
、

新
署
長
と
懇
談
す
る
機
会
が
な
か
な

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
公
務
で

お
忙
し
い
中
こ
の
よ
う
な
場
を
設
け

ら
れ
、
両
部
会
の
皆
様
に
も
良
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

演
題
は
「
中
小
企
業
税
制
に
つ
い

て
」
で
し
た
。
中
小
企
業
は
税
制
面

で
も
優
遇
さ
れ
て
お
り
、
も
っ
と
身

近
に
税
制
を
活
用
し
て
経
営
に
反
映

さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
お
話
で
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

（
女
性
部
会
長　

真
鍋　

糸
）

　

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　

10
月
28
日
（
金
）
・
11
月
21
日
（
月
）
、

田
川
税
務
署
の
法
人
統
括
官
を
講
師
に
迎

え
、
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
初
、
一
日
の
み
の
開

催
予
定
で
し
た
が
、
応
募
者
多
数
の
た
め
、

日
程
を
増
や
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
お
願
い

記

　　　　　　(公社) 田川法人会 名義

　　　　　　　　　 普通預金　口座番号

田川信用金庫西支店　　〃　　 

福岡銀行後藤寺支店　　〃　

　  〃　 伊 田 支 店　　〃　

　  〃 　川 崎 支 店　　〃

　  〃 　添 田 支 店　　〃

　  〃 　金 田 支 店　　〃

西日本シティ銀行東田川支店　　〃

　  〃 　田 川 支 店　　〃

33203

1105011

1201446

763427

999345

1018345

604967

953745

○
令
和
４
年
度

　
　
　
年
会
費
納
付
の
お
願
い

　
令
和
４
年
度
年
会
費
未
納
の
方
は
、

左
記
い
ず
れ
か
の
口
座
へ
お
振
込
み

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

※
会
費
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
預
金

口
座
か
ら
の
自
動
振
替
を
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

　
手
続
き
に
関
し
て
は
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
法
人
の
名
称
・
所
在
地
・
代
表
者

氏
名
・
電
話
番
号
等
の
変
更
が
生
じ

た
時
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
事
務
局

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
４
５-

８
０
０
５

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
４
５-

８
１
０
５

▲田川市長へ▲武田良太衆議院議員事務所へ



企 業 紹 介

令和５年１月１日た　が　わ(７)　  第　138　号

　川崎町で柚子・かぼす・ダイダイなどの和柑
橘果汁の製造、販売を行っております。  
　日本のすばらしい和柑橘を日本全国へ広げる
べく日々営業しております。 
　また、地域の農家様へ柚子の苗木を配布し、
実った柚子を買取るなど、地元の一次産業の発
展と雇用の促進に貢献したいと考えております。

代 表 者　代表取締役　小賦　英憲　
本社住所　田川郡川崎町川崎3086-9
Ｔ Ｅ Ｌ　094 7 - 4 9 - 5 1 1 5
Ｆ Ａ Ｘ　094 7 - 4 9 - 5 8 8 8
Ｕ Ｒ Ｌ　http://www.asciicorporation.co.jp
営業種目　柑橘果汁・柑橘加工品の製造販売
　　　　　食品調味料の製造販売

　弊社は昭和39年土木建築請負業として創業し、
昭和59年に生コンプラント新設以降、生コン
クリートの製造販売を主として営業しています。
　今後も安定した品質管理の下、製品を提供し
地域社会基盤の整備に貢献していきたいと思い
ます。

代 表 者　代表取締役　村上　祐治
本社住所　田川市大字伊田474番地の６
Ｔ Ｅ Ｌ　094 7‐45‐052 3
Ｆ Ａ Ｘ　094 7‐42‐063 9
Ｕ Ｒ Ｌ　https://murakami-sogo.com
営業種目　生コンクリートの製造販売

株式会社アスキー 株式会社村上建設

福岡県最低賃金額改定のお知らせ

福岡県最低賃金が

次のとおり改定されました。 １時間 900円 30円
アップ

最低賃金引上げには

「業務改善助成金」をご活用ください。

問い合せ先　福岡労働局労働基準部賃金室　TEL  0 9 2 - 4 1 1 - 4 5 7 8　FAX  0 9 2 - 4 1 1 - 4 8 7 5
ＨＰアドレス　https: / / jsite.mhlw.go.jp/fukuoka-roudoukyoku/

令和４年
10月８日から
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第
１
支
部
（
後
藤
寺
）

・
㈲
タ
ニ
グ
チ
内
装

第
２
支
部
（
後
藤
寺
）

・
I
S
教
育
セ
ン
タ
ー
(同)

第
３
支
部
（
後
藤
寺
）

・
(同)
佐
々
木
薬
局

・
㈱J-style

・
㈱BO

O
K

・
㈱
吉
積
商
会

・
㈱LIG

第
４-

１
支
部
（
伊
田
）

・
㈱
A
I
U
E
O
サ
ポ
ー

　

ト
サ
ー
ビ
ス

・
田
川
D
X
推
進
室
㈱

第
４-

２
支
部
（
伊
田
）

・
生
恵
電
設
㈱

・
(同)
サ
ー
テ
ィ
・
フ
ォ
ー

・
(同)
白
う
さ
ぎ

第
５
支
部
（
伊
田
）

・
㈱
Ｈ
Ｌ
Ｋ
九
州

・
㈲
か
な
わ
観
光

・
㈱
優
心

・
(同)O

ne’s 　

第
６
支
部
（
伊
田
）

・
(同)
英

第
７
支
部
（
金
川
）

・
㈲
池
田
組

・
(同)M

PI

・
㈱
オ
ガ
ワ

・
杉
本
衛
生
㈱

・
㈱
大
貴

・
田
川
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
㈱

・
㈱
フ
ク
マ

・
㈱
マ
ム
・
ラ
ン
ド

・
㈱U

N
ITY

・
㈱
ラ
イ
ブ
ワ
ン

第
９-

１
支
部
（
大
任
）

・
(同)
し
ち
せ
い

・
㈱
杉
原
組

・
㈱
福
富
建
設　

第
10
支
部
（
赤
池
）

・
小
松
建
設
㈱

・
㈱
伝
農
舎　

第
11
支
部
（
方
城
）

・
㈱IN

ATO
M
I

・
㈲
エ
ー
ジ
ー
プ
ロ
モ
ー
ト

・
(同)
山
栄
商
事

・
㈱
セ
カ
ン
ド
メ
タ
ル

・
総
合
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ン

　

サ
ル
㈱

第
12
支
部
（
金
田
）

・
㈱
技
研

第
13
支
部
（
糸
田
）

・
㈱
ア
ド
バ
ン
ス
Ｍ

・
㈱
シ
ュ
ウ
コ
ン
フ
ィ
ア

　

ン
ス

・
㈱
鈴
晃　

第
15
支
部

　
　
（
川
崎
・
安
真
木
）

・
㈱
岩
口
工
業

・
㈲
雄
健

・
㈱
ワ
イ
ケ
イ
コ
ー
ポ
レ

　

ー
シ
ョ
ン

第
16
支
部
（
添
田
）

・
㈱
朝
日
総
業

・
㈱
池
口
工
業

・
㈲
上
半

・
英
彦
山
神
宮
総
合
開
発

　

㈱

新
入
会
員
紹
介
令
和
３
年
12
月
〜

　
　
　
令
和
４
年
11
月

新
規
の
ご
入
会
を

募
集
し
て
お
り
ま
す

●
加
入
率
の
高
い
支
部

　
最
優
秀
賞　
第
５
支
部

　
優
秀
賞　
第
４-

１
支
部

　
準
優
秀
賞　
第
12
支
部

●
加
入
率
の
伸
び
の
高
い
支
部

　
最
優
秀
賞　
第
７
支
部

　
優
秀
賞　
第
３
支
部

　
準
優
秀
賞　
第
11
支
部

●
特
別
賞
（
５
社
以
上
の
加
入
が

　
あ
っ
た
支
部
）

　

第
４-

２
支
部

　

第
13
支
部

　

第
16
支
部

●
特
別
賞
（
他
支
部
の
未
加
入
法

　
人
を
加
入
勧
奨
し
た
個
人
）

（
第
１
支
部
）　

 

前
田　

孝
治

（
第
４-

１
支
部
）
鬼
丸　

昌
広

（
第
４-

１
支
部
）
香
月　

太
郎

（
第
９-

１
支
部
）
永
原
譲
太
郎

（
第
10
支
部
）　

 

河
井　
　

満

（
第
15
支
部
）　

 

最
所　
　

豊

●
未
加
入
法
人
を
３
社
以
上
加
入

　
勧
奨
し
た
保
険
会
社
推
進
員

　

A
I
G
損
害
保
険
㈱

　

北
九
州
営
業
支
店

　
　

宮
辺　

一
平

会
員
数　
１
２
０
３
社

加
入
率　
80
・
１
％

令
和
４
年
度

会
員
増
強
運
動

　
　
　
表
彰
式
開
催

　

令
和
４
年
度
会
員
増
強
運
動
表
彰
式
を
、

11
月
29
日
（
火
）
田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

ル
に
て
、
田
川
税
務
署
長
を
は
じ
め
、
ご

来
賓
の
方
を
お
迎
え
し
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
運
動
に
お
い
て
、
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
支
部
と
個
人
に
対
し
、
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

▶
加
入
率
の
高
い
支
部

▶
加
入
率
の
伸
び
の
高

　
い
支
部

▶
特
別
賞
（
他
支
部
加

　
入
推
奨
の
個
人
）

▶
未
加
入
法
人
加
入
推

　
奨
の
保
険
会
社
推
進

　
員

▶
特
別
賞
（
５
社
以
上
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
２
年

間
、
会
員
増
強
運
動
は
新
設

法
人
の
み
を
対
象
に
縮
小
し

て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
感
染
対
策
を
取

り
な
が
ら
、
ほ
ぼ
通
常
の
形

に
戻
し
、
10
月
の
１
ケ
月
間
、

運
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

支
部
長
・
地
区
長
は
じ
め
、

役
員
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

２
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
に
も
関

わ
ら
ず
、
80
・
１
％
の
加
入

率
と
い
う
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

特
に
、
新
任
の
支
部
長
の

方
々
に
は
、
初
め
て
の
会
員

増
強
運
動
で
、
大
変
ご
苦
労

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
方
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

（
組
織
委
員
長

　
　
　
　
　

鬼
丸　

昌
広
）

第37次 会員増強運動
（支部・地区合同会議）



令和５年１月１日た　が　わ(９)　  第　138　号

　

10
月
13
日
（
木
）
千
葉
県
幕
張
メ
ッ
セ
に

お
い
て
今
年
の
全
国
大
会
・
千
葉
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
３
年
ぶ
り
の
集
合
型

開
催
と
な
り
、
当
日
は
全
国
か
ら
約
１
６
０

０
名
の
企
業
経
営
者
が
集
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
全
国
大
会
は
、
法
人
会
の
「
税
制
改

正
に
関
す
る
提
言
」
の
内
容
を
発
表
す
る
場

で
あ
る
と
と
も
に
、
全
国
各
地
の
法
人
会
の

代
表
が
一
堂
に
会
し
、
相
互
の
交
流
と
研
さ

ん
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
年
一
度
全
国
各
地
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
令
和
５
年
度
税
制
改
正
に
関

す
る
提
言
の
報
告
や
青
年
部
会
に
よ
る
租
税

教
育
活
動
の
事
例
発
表
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
前
の
記
念
講
演
（
「
女
性
が

テ
レ
ビ
で
働
く
と
い
う
こ
と
」 

安
藤
優
子

氏
）
に
は
、
50
名
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
聴

講
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
田
川
法
人
会
か
ら
は
、
柏
木
会
長

と
私
の
２
人
が
参
加
し
、
く
た
び
れ
ま
し
た

が
楽
し
い
２
日
間
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
副
会
長　

梶
原　

義
勝
）

　

令
和
４
年
11
月
24
日
〜
25
日

両
日
に
わ
た
り
、
法
人
会
全
国

青
年
の
集
い
沖
縄
大
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
『
ゆ
い
ま
ー
る　

未
来
を
ま
も
り
、
拓
く
』
を
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
よ
り
約

１
３
０
０
人
の
青
年
部
会
員
が

一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
（
当
法

人
会
よ
り
３
人
参
加
）

　

初
日
は
全
法
連
青
連
協
第
２

回
連
絡
協
議
会
、
租
税
教
育
活

動
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
健

康
経
営
大
賞
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト

事
例
紹
介
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
地
域
独
自
の
素
晴
ら
し
い

活
動
発
表
が
良
き
ヒ
ン
ト
に
な

り
、
今
後
に
繋
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

２
日
目
の
部
会
長
サ
ミ
ッ
ト

は
円
卓
会
議
形
式
で
、
「
部
会

員
増
強
と
会
の
活
性
化
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
全
国
各
地
で
同
じ
悩

み
を
も
つ
仲
間
が
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
情
報

共
有
し
、
実
践
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
の
講
師
は
全
法
連

青
連
協
健
康
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
で
あ
り
、
千
葉
大
学
医
学
部

附
属
病
院
の
特
任
教
授
で
あ
る

吉
村
健
佑
様
を
お
招
き
し
「
財

政
健
全
化
に
つ
な
げ
る
！
健
康

経
営
の
実
装
と
実
践
」
と
題
し

て
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
記
念
式
典
、
大
懇

親
会
で
は
税
制
改
正
の
提
言
活

動
や
青
年
部
会
を
中
心
と
し
た

租
税
教
育
活
動
や
健
康
経
営
推

進
活
動
を
通
じ
て
法
人
会
の
意

義
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
、
全
国
の
青
年
部
会
の
メ

ン
バ
ー
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
今

後
の
使
命
と
活
動
の
自
信
と
誇

り
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

（
青
年
部
会
副
部
会
長

　
　
　
　
　
　

香
月　

太
郎
）

第
36
回
全
国
青
年
の
集
い
　
沖
縄
大
会

第38回法人会全国大会　千葉大会

法人会女性部会

いちごプロジェクト
節電にご協力ください
̶無理なく　無駄なく　快適に̶

● 温湿度計をつけて、室温の管理（20℃）を行いましょう。

ライフスタイル

● お湯はコンロで沸かし、ポットの電源は切りましょう。

● 容量の80％程度を目安にまとめ洗いをしましょう。

● 省電力設定を活用しましょう。

夕方に電気製品の使用が重ならないよう家事の段取りを組
みましょう
家庭の電力需要が増える夕方以降に、一斉に負荷の高い電
化製品を使用することがないよう、一日の家事の段取りを
お願いします。

● 電気カーペットは人のいる部分だけを温めるようにしましょう。
　 設定温度を「中」または「弱」にするよう心がけましょう。

暖房機器

● エアコンのフィルターを定期的（2週間に1回程度）に掃除し
ましょう。

● 扇風機やサーキュレーターで部屋の上部の暖気を循環させま
しょう。

● こたつは、上掛けなどを活用し、暖気を逃さないようにしま
しょう。

（例）・家族が4人そろった広い部屋でみんなが暖まる場合には、電気ストーブよりエ
アコンが効率的。

・広い部屋で1人足元を暖める場合にはエアコンより電気ストーブが効率的。

● 電気の暖房機器（ガス・石油以外）を使う場合には、エアコン
と電気ストーブ・ヒーターを上手に使い分けましょう。

電気ポット

洗濯機

パソコン

● 夕方のピーク時はモップやホウキを使ってみましょう。
掃除機

できたらチェックできたらチェック
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